
■令和２年度連合後援会総会報告
去る4月１３日(月)から１７日(金)にかけて、連合後援会総会並びにむらさき会総会の議案についてオンラインア

ンケートが実施されました。配信にてご回答いただきました結果議案決議が承認されましたことをご報告いたします。
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皆様、お待たせいたしました。未曾有の出来事

で今年度は幼稚園や学校になかなか行けない

日々が続きました。ご家庭内でも色々と対応に

追われたと思います。

今年も連合後援会は学園関連情報をお届けし

ます。今回の第1号、第2号の合併版では後援会

の会長、副会長をご紹介します。 （Ｎ氏）

①連合後援会事業目標への協力

②子どもを中心とした明るく温かい幼稚園づくり

への協力

③保護者の趣味や特技を生かした活動の推進

④地域との和やかな関係づくりの推進

⑤ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ運動の推進

①連合援会事業目標への協力

②「すべての会員の子弟は我が子である」を合言葉に

会運営の推進

③会員相互の理解と親睦を兼ねた行事の開催

・むらさき連合親子運動会 5月23日（土）

・保護者会 －慰労会－ 5月23日（土）

・保護者会 －新年会－ 2021年１月16日（土）

④「可能性をひろげて」の編集発行

⑤むらさきOB会との連携（地域ネットワーク等)

①連合後援会事業目標への協力

②学校行事への保護者の積極的な参加と教育への協力

③家庭での親と子の対話の充実

①創立精神を継承発展させるための活動

②ボストン東スクールとの交流活動

③学園後援組織の拡大と充実

④学園奨学金制度への協力

①連合後援会事業目標への協力

②会員相互の輪を広げる活動の推進

③ボランティア活動の充実

・ＪｏｙＤａｙ(年２回)

・図書館支援(読み聞かせ･本の修理･図書館の整備)

・劇やダンスの衣装づくり

①連合後援会事業目標への協力

②私学助成活動への協力

むらさき会 会長 白田 剛

皆さん、こんにちは。本年度、むらさき会会長を務めさせていただく白田剛と申します。

長男が中学校1年E組でお世話になっております。今年度からは、長女が幼稚園に入園し、

2人とも武蔵野東学園の園・校での新生活となり、長い休校期間、短縮授業や分散登園

の時期を経て、ようやく新しい日常に少しずつ慣れてきました。日々の登下校の見守り

で、東学園のお子さんたちのたくさんの笑顔から、元気をいただいています。

今年度は、例年とは違って、face-to-faceの後援会活動がなかなかできませんが、そ

のような中、「むらさき連合会学園親子探検隊」の準備、運営にあたってくださいまし

た、むらさき会の役員の皆様、各園校の先生方に、厚く御礼申し上げます。微力ながら、

武蔵野東学園を盛り上げていくお手伝いができれば幸いです。皆様、どうぞお願い申し上げます。

むらさき会 副会長 豊田 恒行

本年度より副会長を務めさせていただくことになりました小学校３年豊田想の父です。

学校での様子を毎日楽しそうに話し、満面の笑みで一生懸命に学校行事に参加する娘の

姿は、まるで奇跡をみているようです。愛情あふれる熱心なご指導を粘り強くしていた

だける教職員の皆様、我が子のように接してくださる会員の皆様、そして素直で優しい

学友の皆様のおかげであると、感謝の気持ちで一杯です。

人生の基盤を娘に与えてくださった学園の教育は、私共家族にとっても心の支えになっております。その

ような東学園のお役に少しでも立てればと、この度役をお引き受けいたしました。特に今年は、例年とは全

く異なる状況で、東学園にかかわるすべての方々が、毎日難しい判断を強いられ、ご苦労なさっていること

と思います。１日も早くコロナ渦が終息し、通常の生活に戻れること、そして皆様の安全と健康を心よりお

祈り申し上げます。今後ともよろしくお願いいたします。

６月２０日には、「第３０回むらさき連合会学園親子探検隊」が実施されました。小学校と北原記念館を

ゲームなどでスタンプラリーをしながら親子で探検する企画です。密を避けるために、幼稚園から卒業生ま

でが時間差でスタートしました。特に、卒業生たちが、懐かしいバランス遊具を目の前にし、一輪車やホッ

ピング、ジャンピングボールなどに乗り、小学生に戻ったかのような表情は印象的でした。参加された方々

からは、「楽しかった！」「来年もやって欲しい」という声もあり、前日の雨が嘘のようなお天気と気持ち

のいい風の中、笑顔が溢れる一日となりました。

むらさき会執行部のお母様方には毎日のように準備をしていただき、当日も子どもたちが楽しめるように

とたくさん動いていただきました。ありがとうございました。 （小学校 北村教頭）

むらさき会 会 長 挨 拶

編集後記

いかがでしたでしょうか？

多くの情報が飛び交う現代社会で適切な情報を基に良い判断が

必要です。夏休みに入っても状況は刻刻と変わっていきますが

どうか楽しい夏休みをお過ごし下さい。

一日も早く落ち着いた環境の中で子ども達が東学園に通える

ことを切に願います。 （Ｎ氏）

●編集委員会（編集スタッフ）

高等専修 山下詩織

中学校 石寺弘美 菅野朋子

小学校 小倉智子 好田知美

幼稚園 宇野瑠衣 鈴木優里香

高等専修 松井幹和

中学校 内藤忠男

小学校 大黒貴之



幼稚園後援会 会長 岩崎 雅大

今年度幼稚園後援会会長を務めさせていただきます 岩崎です。私自身幼稚園から中

学校まで武蔵野東学園にお世話になりました。今年息子が年少クラスに入ることができ、今度は一保護者と

して東に関われることを嬉しく思います。会長としては1年目で至らない点もあると思いますが、皆様のお

力を借りながら、子供たちの園生活をサポートできるよう頑張って参ります。

さて今年はコロナウィルスの影響もあり、不安と我慢が募る園生活のスタートとなりました。先日、園内

の様子を拝見しました折、先生方が３密回避や消毒作業を徹底し、限られた枠内で子供達の教育を最大限行

えるよう活動をし、それに応える楽しそうな園児たちの姿を見ることができ、幼稚園の体制に一保護者とし

て安心したところです。先生方には引き続きのご尽力をお願いしたいと思います。

五役、役員を始めとする保護者の皆様には、引き続きご協力いただきますようよろしくお願い致します。

小学校後援会 会長 盛山 謙一

みなさん、こんにちは。昨年度まで後援会会長を務められた荒井さんから引継ぎ、

本年度から武蔵野東小学校の後援会会長を務めることとなりました盛山です。

現在、娘（小学校3年B組）息子（小学校1年A組）が通わさせて頂いき、お世話になっ

ております。

私は東幼稚園を卒園致しました、我が子も東幼稚園を卒園して私の時にはまだ設立されていなかった東小

学校へと通わせたいと思っておりました。何かの縁で後援会に携わることとなり、これからも東学園ライフ

を楽しんで行きたいと思います。

今年は今までと違う学校生活が始まり色々な思いで過ごしているかと思います。東小学校が前に向かって

いく姿勢を後援会としても助け合っていくことと、子供達が楽しく明るく笑顔で安心して過ごせる環境作り

のお手伝いをさせて頂きたいと思います。

一年間、どうぞよろしくお願い致します。

小学校後援会 副会長 村越 暁成

武蔵野東学園、後援会、保護者の皆様方には、日頃よ り大変お世話になっております。

今年度より副会長職を承りました村越と申します。今まで とは違う緊張感がございます。

未熟者ですが何卒よろしくお願いいたします。

娘が武蔵野東学園を目指し、入学させて頂き、その過程で娘から教わることがたくさんありました。親になっ

て初めて分かるという意味ではなく、どうして自分にはこの様な真っ直ぐな部分が欠けているのだろう？

社会への適応力は、娘より優れておりますが、人として多くのことで娘にかないません。

保護者の皆様、AB組児童の皆様の温かい対応が私を少し成長させてくれました。娘には親にはできない社

会への適応力を養ってくださり、お友達との人間関係を築いてくださってる武蔵野東学園に対して何かお手

伝いができればと思っております。

後援会 会 長 挨 拶

中学校後援会 会長 大河原 紳司

皆様こんにちは。今年度、武蔵野東中学校の後援会長を務めさせていただきます、大河原と申します。

今年は、新型コロナウィルスの影響を受け、通年通りの学校生活を送ることが難しい状況が続いており、

子供たちはもちろんのこと、ご家族、そして先生方のストレス、ご負担はいかばかりかと拝察いたします。

今は、普通であり続けることの難しさとありがたさを噛みしめながら、一刻も早く世の中が平静を取り戻す

ことを望んでおります。

ただ、中学の3年間は多感な子供たちにとって新たな発見や経験のできるかけがえのない時間です。各種

行事が中止や規模縮小を余儀なくされる中、いつも通りでなくても、子供たちの笑顔が少しでも多く見られ

ますように、後援会としても学校と連携し力となれればと思いますので、皆様のご協力をどうぞよろしくお

願い申し上げます。

高等専修学校後援会 会長 津久井 竜一

皆さん、こんにちは。武蔵野東高等専修学校の後援会会長を務めることになりました

津久井です。長男が幼稚園の年中組からお世話になっており、この春に高等専修学校

に入学させていただきました。武蔵野東学園にお世話になるのも早いもので12年目に

なります。新型コロナウイルスの影響で世界中がさまざまな制限を受ける中、武蔵野

東高等専修学校の先生方におかれましては懸命な創意工夫をもって自粛期間中の教育にあたっていただき感

謝の念に堪えません。

今年度は行事関係に関しては制約を受けながらの活動になるかと存じますが、そうした時こそ学校と後援

会の連携を強くすることがこの難局を乗り切る大きな力になるものと信じます。微力ながら後援会長として

お役に立つべく尽力させていただく所存でございますので、今後ともよろしくお願いいたします。


